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２
０
０
３
年
、
「
有
事
法
制
」
が
成
立
す
る
前
、
郡
山
革

新
懇
は
市
民
へ
の
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
ま
し
た
。
郡
山

の
文
化
人
を
中
心
に
思
想
信
条
立
場
の
違
い
を
超
え
て
ポ

ス
タ
ー
に
も
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

「
共
産
党
を
除
く
」
が
合
言
葉
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
、

反
共
攻
撃
が
強
く
持
ち
込
ま
れ
、
革
新
分
断
攻
撃
が
さ
れ

て
い
る
さ
な
か
で
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
故
太
田
緑

子
さ
ん
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
た
ち
が
呼
び
か
け

人
と
な
っ
た
「
郡
山
市
九
条
の
会
」
、
前
県
知
事
佐
藤
栄
佐

久
さ
ん
を
顧
問
に
結
成
さ
れ
た
原
発
廃
炉
の
会
、
ま
た
、

沖
縄
と
連
帯
す
る
郡
山
の
会
な
ど
戦
争
は
絶
対
に
許
さ
な

い
、
暮
ら
し
、
民
主
主
義
を
守
る
一
点
で
市
民
の
共
同
が

作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

有
事
法
制
か
ら
安
保
法
制
、
そ
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
、
敵

基
地
攻
撃
と
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
政
治
勢
力
に

対
し
て
、
市
民
と
野
党
共
闘
で
政
治
を
変
え
る
、
社
会
進
歩

を
は
か
る
底
力
が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
７
月

の
参
議
院
選
を
前
に
、
ま
た
反
共
攻
撃
を
持
ち
出
し
革
新
共

闘
分
断
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
も
う
成
功
さ
せ

な
い
革
新
懇
運
動
の
前
進
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。(

菅
原)

 

 

 

革
新
・
野
党
分
断
は 

戦
争
法
と
や
っ
て
く
る 

 

（2002 年郡山市革新懇作成ポスター）  

郡山市革新懇 2022 年度会員募集中  年会費 3000 円  

(全国革新懇ニュース /福島県革新懇ニュース年間購読料含む ) 

※お近くの革新懇事務室員へお申し込みください。  

 

2021 年 9 月 11 日の柴崎教授のご講演他をテキスト化  

５
月
３
日 

第
４
３
回
「
憲
法
を
考
え
る
郡
山
市
民
の
つ
ど
い
」
に
１
２
０
名
参
加 

憲
法
を
変
え
る
と
ど
う
な
る
？
～
私
た
ち
の
く
ら
し
と
教
育
の
未
来
～ 

 

 

郡
山
地
区
集
会
で
は
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
の
も
と
に｢

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
反
対
！
た
だ
ち
に
撤
退
せ
よ
！｣

｢

新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
ら
、
い
の
ち
と
く
ら
し
、
雇
用
と
営
業
を
守
ろ

う｣

等
の
６
つ
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
２
１
の
要
求
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
２
の
各
界
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
郡
山
市
革
新
懇
の
決
議
「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
を
糾
弾
す
る
平
和
憲
法
の
改

憲
を
許
さ
ず
、
憲
法
九
条
を
生
か
し
た
世
界
と
日
本
の
平

和
の
流
れ
を
強
め
る
」
の
全
文
は
郡
山
市
革
新
懇
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。  

 

５
月
３
日
１
０
時
よ
り
郡
山
市
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

第
４
３
回
「
憲
法
を
考
え
る
郡
山
市
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、

元
文
部
科
学
省
事
務
次
官
で
現
在
は
自
主
夜
間
中
学
開
校
等
の

様
々
な
活
動
を
行
な
わ
れ
て
い
る
現
代
教
育
行
政
研
究
会
代
表
の

前
川
喜
平
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
登
壇
頂
き
ま
し
た
。
講
演
の
冒

頭
で｢

憲
法
改
正
よ
り
も
憲
法
実
現
が
必
要
、
改
憲
勢
力
は
参
議
院

選
挙
後
に
一
気
に
改
憲
論
議
を
進
め
て
く
る｣

と
危
機
的
情
勢
に
つ

い
て
触
れ
、
自
民
党
の
改
憲
４
項
目
は｢

１
９
４
５
年
の
デ
ィ
ス
ト

ピ
ア
に
戻
そ
う｣

と
す
る
も
の
等
と
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
９
３
回
メ
ー
デ
ー
郡
山
地
区
集
会
、
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た 

５
月
１
日 

１
０
時
よ
り
郡
山
駅
西
口
駅
前
広
場
で
集
会
が
開
催
さ
れ
、 

メ
ー
デ
ー
宣
言
と
１
２
の
各
界
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

原発問題連続学習会ブックレット \300/冊  申込みは郡山市革新懇へ  

2021 年 9 月 11 日の柴崎教授のご講演他をテキスト化  

「汚染水海洋放出問題の背景：福島第一原発の地質と地下水」他  

「  

お問い合わせ先  日本のうたごえ全国協会 03-3200-0106 

郡山 市革 新 懇ホ ーム ペ ージ  

http://hometown.my

.coocan.jp/kooriya

makakushinkon/ 


